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県立学校における令和２年度の教育活動の再開等について(通知) 

 

新型コロナウイルス感染症について、全国的には、感染者が増えている地域も

あり、引き続き警戒が必要な状況です。 

令和２年度の本県の教育活動については、本県において新たな感染者が確認さ

れていないことや、児童生徒の学習機会の確保の観点等を踏まえ、下記の点に留

意し、授業等については、令和２年４月６日（月）から再開することとします。

また、部活動については、対応・準備が整った場合には令和２年４月１日（水）

から実施できることとします。 

再開に当たっては、令和２年３月２４日付け文部科学省事務次官通知「令和２

年度における小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における教育活動の

再開等について」の内容に留意し、新学期以降も引き続き十分な警戒を行い、感

染症対策に万全を期すようお願いします。 

なお、新型コロナウイルス感染症については、日々状況が変化しているところ

であり、今後の状況によって対応を見直す場合があります。 

 

 

記 

 

１ 学校における集団感染のリスクへの対応について 

  ①換気の悪い密閉空間、②多くの人が密集、③近距離での会話や大声での発

声、という３つの条件が同時に重なる場を徹底的に避けるために、こまめな換

気を実施する、咳エチケットに留意するなど、保健管理や環境衛生を良好に保

つような取組を進めるようにする。 

 

２ 入学式について 

次の例を参考に、開催方式を工夫する。 

・原則として、新入生と保護者のみで行う。 

・式典の内容を精選し、式典全体の時間を短縮する。 

・会場の椅子の間隔を空けて、参加者間のスペースを確保する。 

 

３ 学習の遅れへの対応について 

  一斉臨時休業に伴い、児童生徒が授業を十分に受けることができなかったこ

とによって、学習に著しい遅れが生じることがないよう、可能な限り、令和２

年度の教育課程内で補充のための授業や補習を行うなどの配慮をする。 

 

４ 部活動について 

  ４月１日からは、地域の感染状況等も踏まえ、次のことに留意した上で実施

可能とする。 
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(1) 上記１の３つの条件が同時に重なることのないようにするとともに、可

能な限り短時間での活動とする。 

 ・体育館、教室、部室等での換気を実施する  

・多人数での集団活動を避ける  

・身体接触を行わないよう配慮する など 

(2) 参加については、本人及び保護者の意思を尊重する。 

(3) 登校前の自宅での検温を指導し、発熱等の風邪の症状がみられるときは

登校させないことや、手洗い、咳エチケット等の徹底を行う。教職員等も

同様とする。 

(4) 自校での活動とする（当面の間は合宿や他校との合同練習、練習試合や

遠征などは避ける）。 

(5) 臨時休業・春季休業中は活動していないことから、生徒の体力や技術面

にも不安があるため、段階を踏んで計画的に活動する。 

(6) 部活動の再開後、本県において感染者が確認された場合は、検討のうえ

部活動の実施を自粛することもある。 

  


